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この資料のライセンス

• この作品は、クリエイティブ・コモンズの帰
属 -非営利 -同一条件許諾ライセンスの
下でライセンスされています。この使用許
諾条件を見るには、
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-
sa/2.0/jp/をチェックするか、クリエイティブ･
コモンズに郵便にてお問い合わせください。
住所は：559 Nathan Abbott Way, Stanford, 
California 94305, USA です。
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Agenda

• Subversionって何？
– Subversionの特徴
– どう入れてどう使う？

• Subversionで何が出来る？
– 簡単なバージョン管理の例
– CVSとの比較
～リポジトリ構成を例に
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Subversionって何？

• 特徴～ぶっちゃけ次世代CVS
– ディレクトリ、ファイル、メタデータのバージョニングサ
ポート

– 移動や複製、そして名前の変更も含めた（操作）履歴
の追跡

– 真に不可分の（アトミックな）コミット
– 手軽なブランチ／マージ操作
– 効果的なネットワーク利用
– オフライン環境での差分取得やリポジトリ内容のrevert
（編集前の内容の復帰）

– バイナリファイルの効果的な操作
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どう入れてどう使う？(1)

• Subversionアーカイブを入手
http://subversion.tigris.org/

• Apache2のアーカイブを入手
WebDAV経由のアクセスをしないならAPR
だけでもOK。
http://httpd.apache.org/

• BerkeleyDBを入手
http://www.sleepycat.com/
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どう入れてどう使う？(2)

• BerkeleyDBをインストール
• （必要ならば）Apacheをインストール

--with-berkeley-dbオプション（configureの
ヘルプでは出力されない）を付加

• Subversionをインストール
DBとして最初にインストールしたものを使
いたい場合は--with-berkeley-dbオプション
指定は必須
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どう入れてどう使う？(3)

• リポジトリを作る
svnadmin create /a/b/c

• リポジトリを指定してSubversionサーバを
起動する
– svnserve（Subversion独自プロトコル）
完全独自だが軽い（でないと意味がない）

– httpd（HTTPプロトコル）
標準化されたプロトコルを使うが若干重い



8Copyright (c) Kunio Miyamoto

Subversionサーバのユーザ認証

• svnserveを使う場合
• httpdを使う場合

– .htaccessを使用
• 通常のApacheのアクセス制御と同様

– mod_authz_svnの機能を使用
• もうすこし管理しやすい
• ユーザをグループ化した管理が可能
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Subversionのバージョン管理

• DeltaVによるバージョン管理を踏襲
– DeltaVで規定されたバージョン管理の1つを実
装している（多分）

– Apache2と組み合わせるとよくわかる
• 某書籍で説明したのはこの内容

– DeltaVとは…WebDAVのバージョン管理拡張
だけど、内容を見るとバージョン管理に関する
標準化とも解釈できる
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Activityというもの（DeltaVより）
/foo.html history /bar.html history

<TITLE>test</TITLE> <TITLE>test</TITLE>Activity-1Ver1 Ver6Activity-1

<TITLE>test</TITLE> <TITLE>test</TITLE>

<TITLE>test</TITLE>

<TITLE>test</TITLE> <TITLE>test</TITLE>Ver2 Activity-2 Ver7Activity-1

<TITLE>test</TITLE>Activity-1 Activity-2 Ver8Ver3 Ver4Activity-2

<TITLE>test</TITLE>Activity-2 Ver9Ver5Activity-2

• リソースの変更を組(Set of changes)で扱うためのリソース
– バージョン管理はされない。
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Activityとバージョン（1/3)
Resouce A Resouce B Resouce C

Resouce A Resouce DResouce C

Activity: Resource B を Resource D に移動

Resouce ＥResouce DResouce C

Activity: Resource A を Resource E に移動
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Activityとバージョン（2/3)
Resouce A Resouce B Resouce C

Resouce A Resouce DResouce C

Activity: Resource B を Resource D に移動

Resouce ＥResouce DResouce C

Activity: Resource A を Resource E に移動

• CVSの場合:Resource A,Bのトラッキングは不可
（ファイル内容のバージョン管理しか実施しない）
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Activityとバージョン（3/3)
Resouce A Resouce B Resouce C

Resouce A Resouce DResouce C

Activity: Resource B を Resource D に移動

Resouce ＥResouce DResouce C

Activity: Resource A を Resource E に移動

ベースライン

ベースライン

ベースライン

• DeltaVの場合、ResourceD,Eのトラッキングを行なうと、ActivityにA,Bからの移動情報が残るためトラッキング可能
• リソースの組をベースラインとして管理していることも大きな利点
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Subversionで何が出来る？

• クライアントサイドから見たら、CVSと大して変わ
らない
– 普通にCheckin / Checkout が出来るようになった
– その他、branch / merge / tagging は可能

• Copyとかを駆使する

– ディレクトリに属性をつけられる

• サーバサイドから見たら「出来ないこと」が増えた
– 管理されるファイルやディレクトリをじかにいじれない

• でも、それってホントにいいこと？
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Subversionの特徴
• 実はサーバはあまりなにもしてない

– でも、サーバ上のバージョン保持とかはやってる
• クライアントも努力している

– クライアントにはSubversionで管理されるツリーについて、2セット
のコピーが保持される

• あるバージョンのデータを保持（ユーザは普通見ないし触らない）。
これをデータ1とする

• 変更可能なデータは別に保持（ユーザは普通見るし触る）。これを
データ2とする

• データ2が変更され、コミットする時点でデータ1との差分を取得（こ
れを変更セットとする）

• 変更セットはSubversionサーバに送られ、保存される
• Subversionサーバは変更セットを保存し、リビジョン番号を増加させ
る
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CVSとの比較～リポジトリ構成～

• 実際にみてもらうのが早いが…
– CVSの場合は管理対象となる「ファイル」の中
にすべての履歴が記述されている

• CVSはファイル名の変更やファイル削除を行えな
い（特に削除は永久に変更履歴も含めた内容が失
われる）

– Subversionの場合は、履歴は1つのデータベー
スに格納される

• 変更セット単位でリビジョンが上がる
• ファイルの削除は「できない」と思ってください
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参考資料(1/2)

• Subversionによるバージョン管理（日本語訳）
– http://subversion.bluegate.org/

• Subversionによるバージョン管理（@IT記事）
– http://www.atmarkit.co.jp/flinux/special/webdav0

3/webdav02a.html
• WebDAVシステム構築ガイド
－Apache／IIS／Subversion／Jakarta Slide
– ISBN: 4774119113
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参考資料(2/2)

• [Subversion]CVSユーザのための
Subversionガイド
– http://d.hatena.ne.jp/wakatono/20040307#p2

• [Subversion]なんでCVSじゃいけないの？
／なんでCVSなんか踏襲するの？
– http://d.hatena.ne.jp/wakatono/20040311#p6
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